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前月比
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(-269) 

(-57) 

転入 460

転出 1，125
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( 3月末日現在)

人口 55，844 

{男 26，900
女 28，944

世帯数 13.387 

出生 102 

死亡 41 

(498号〉5月上旬号(1) 

.昭和33年 4月22日第三種郵便物認可 ・毎月3回1日・10日・20日発行.定価1部5円

.発行所 大村市役所 .編集人総務課長 菊 池 綱 昌 .印刷所大村活版所

つつじと

ふじが満開です
-/ 

O 

(こ
こ
を
と
じ
て
く
た
さ
い
)

O 

大村公圏内の桜田の堀閣辺に、 約

15，000本のつつじが 今をさかり と咲

きみだれています。

赤、白、 ピンク の花が都市公園とし

て整備された堀の水に映えて、日 増

しに増え る花見客の目 をたのし ませ

ています。

【つつじ】

.'" 

大付公園入口近く 、 公園となった大

村純英邸宅跡のきれいな庭園の中に

ふじの花が今年もみごとな花をつけ

ています。とくに色が美しく 、紫の

花が新緑のあいまにゆれて います。

【ふじ】

4 

四

五
月
の
乙
と
を
和
名
で
は

ヤ
「
さ
っ
き
」
と
い
い
ま
す
。

~
五
月
は
早
苗
を
取
る
月
と
厚

~
ば
れ
た
も
の
が
ち
ぢ
ま

って

〈

「
さ
っ
き
1

一
と
な
っ
た
と
い

の
わ
れ
ま
す
。

一
こ
の
外
五
月
の
異
名
に
は

切
さ
み
だ
れ
月
、
仲
夏
、
田
草

り
月
な
ど
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

~
日
本
古
代
の
農
耕
、
天
候
に

の
関
係
し

て
い
ま
す
。

め

き
て、

五
月
は
日
本
の
四

川
季
の
う
ち
で
最
良
の
一
っ
と

V

い
え
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
の

引
は
天
気
が
大
変
に
お
だ
や
か

u

で
、
風
が
あ
っ

て
も
せ

い
ぜ

い
五
メ
ー
ト
ル
前
後
か
無
風

状
態
で
、
気
温
も
上
っ
て
き

ま
す
。五

月
二
日
は
八
十
八
夜
で

晩
霜
の
心
配
も
な
〈
な
り
、

い
わ
ゆ
る
五
月
晴
の
日
が
続

き
、
空
に
は
鯉
の
ぼ
り
が
は

た
め
い
て
青
葉
の
風
が
ほ
ほ

を
な
で
る
季
節
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ル--.. 、，
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地
場
産
業
育
成
に
努
力

商
工
行
政

最
近
の
中
小
企
業
を
と
り

ま
〈
経
済
環
境
は
、
一

般
に

景
気
の
好
転
と
い
わ
れ
な
が

ら
一
部
に
は
不
況
に
あ
え
ぐ

も
の
も
あ
る
な
ど
複
雑
な
状

況
の
な
か
で
、
本
市
で
は
市

内
の
商
工
業
界
、
関
係
団
体

と
の
連
け
い
を
取
り
、
地
場

産
業
の
育
成
の
た
め
企
業
の

体
質
改
善
、
協
同
化
の
推
進

金
融
の
円
滑
化
に
努
め
、
新

た
に
誘
致
し
た
企
業
と
共
に

繁
栄
し
得
る
よ
う
に
指
導
し

ま
す
。企

業
の
体
質
改
善
の
方
法

と
し
て
県
中
小
企
業
指
導
セ

ン
グ
l
と
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
協
力
を
え
て
企
業

診
断
を
行
な
い
、
商
工
会
議

所
等
の
各
種
研
修
会
を
推
奨

し
人
材
の
養
成
を
は
か
り
経

営
の
近
代
化
を
推
進
い
た
し

ま
す
。協

業
化
の
促
進
で
は
、
先

進
地
よ
り
積
極
的
に
知
識
を

取
り
入
れ
、
市
内
業
者
の
意

欲
の
盛
り
上
り
と
相
ま
っ
て

協
同
組
合
予
商
庖
会
等
の
組
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と

織
の
強
化
か
ら
漸
時
協
同

化

考

え

ま

す
。

を
取
り
入
れ
て
行
、
き
ま
す
。

ふま
た
、
市
内
の
観
光
資
源
の

中
小
企
業
の
金
融
で
は
、

基
礎
資
料
を
集
成
し
、
観
光

商
工
中
金
に
六
百
五
十
万
円

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
観
光
要
覧

市
内
の
金
融
機
関
へ
一
一
千
五
そ
作
り
、
積
極
的
に
宣
伝
を

百
万
円
の
予
託
を
行
な
い
協

一行
な
い
観
光
客
の
誘
致
を
行

調
資
金
と
あ
わ
せ
て
運
用
し

な

う

計
画
で
す
。

ま
た
信
用
補
完
に
つ
い
て
は
と
〈
に
本
年
は
国
際
観
光

県
信
用
協
会
へ
出
損
し
て
協
年
に
当
り
ま
す
の
で
市
民
D

力
存
求
め
融
資
枠
の
拡
大
を
健
全
な
観
光
旅
行
の
思
想
を

は

か

り

ま

す

。

高

揚

さ

せ

、
多
良
公
園
、
大

三
昭
和
抱
一年
度
施
政
方
鉱

山…

一

一

事
業
別
の
計
画

①一

d
d
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観
光
客
の
受
入
態
勢
を

充
実

観
光
行
政

最
近
の
観
光
行
政
は
点
か

ら
面
へ
と
拡
が
お
傾
向
に
あ

り
ま
す
の
で
、
大
村
市
の
観

光
は
自
然
に
恵
ま
れ
た
大
村

を
生
か
し
、
県
、
交
通
機
関

関
係
業
者
、
観
光
協
会
、
商

工
会
議
所
、
県
内
の
先
進
観

光
地
と
連
け
い
を
密
に
し
て

客
の
受
け
入
れ
態
勢
を
充
実

村
湾
県
立
公
園
の
整
備
と
併

行
し
て
観
光
へ
の
関
心
を
進

め
て
行
き
た
い
と
考
え
ま
す

な
お
、
従
来
の
商
工
水
産

課
を
商
工
観
光
課
と
改
め
、

一
層
積
極
的
に
観
光
行
政
を

進
め
る
考
え
で
す
。

d
d
d
 

地
区
ぐ
る
み
の
福
祉
を

福
祉
行
政

生
活
保
護
で
は
そ
の
適
正

ぞ
期
す
る
た
め
専
門
職
員
の

充
足
と
技
術
の
向
上
を
は
か

り
、
ま
た
保
護
世
帯
の
更
生

を
促
進
す
る
た
め
民
生
委
員

の
活
動
を
一
層
推
進
し
、
要

保
護
世
帯
に
は
世
帯
更
生
資

金
及
び
福
祉
資
金
を
有
効
に

活
用
さ
せ
福
祉
事
務
所
と
社

会
福
祉
協
議
会
が

一
体
と
な

っ
て
地
域
ぐ
る
み
の
福
祉
行

政
を
行
な
い
得
る
よ
う
に
社

会
福
祉
協
議
会
の
育
成
強
化

に

一
層
努
力
す
る
方
針
で
す

児
童
福
祉
で
は
、
今
年
度

か
ら
竹
松
保
育
所
を
新
設
し

農
繁
期
に
は
例
年
ど
お
り
季

節
保
育
所
を
開
設
し
、
更
に

家
庭
児
童
相
談
員
、
各
種
団

体
の
協
力
を
得
て
家
庭
に
お

け
る
児
童
の
福
祉
も
向
上
さ

せ
る
計
画
で
す
。

母
子
福
祉
で
は
、
対
象
世

帯
の
把
握
に
努
め
、
経
済
的

に
向
上
更
生
さ
せ
る
た
め
福

祉
資
金
の
貸
付
を
行
な
う
こ

と
に
し

て
い
ま
す
。

身
体
障
害
者
、
老
人
、
精

神
薄
弱
者
の
福
祉
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
実
態
に
応
じ
、
施

設
の
収
容
、
老
人
家
庭
奉
仕

員
の
派
遣
な
ど
を
行
な
う
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

パ
刊
パ
吋
寸

地
区
衛
生
組
織
を
強
化

衛
生
行
政

母
子
の
健
康
保
持
の
た
め

の
衛
生
指
導
に
力
を
入
れ
、

と
〈
に
伝
染
病
予
防
の
た
め

に
は
一
層
の

P
R
を
行
な
い

地
区
衛
生
組
織
の
強
化
を
は

か
り
ま
す
。
予
防
接
種
に
つ

い
て
も
定
期
接
種
の
外
、
勧

奨
に
よ
る
日
本
脳
災
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
も

行
な
い
、
日
本
脳
災
に
つ
い

て
は
負
担
の
軽
減
措
置
を
講

じ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。

と
畜
場
に
つ
い
て
は
市
内

関
係
業
者
の
希
望
も
あ
り
ま

す
の
で
、
業
者
と
の
話
し
合

の
を
進
め
今
後
の
対
策
そ
確

立
い
た
し
ま
す
。

し
尿
処
理
で
は
し
尿
消
化

そ
う
の
増
設
作
業
も
完
了
し

ま
し
た
の
で
、
し
尿
収
集
業

者
の
育
成
指
導
を
行
な
っ
て

終
末
処
理
の
完
ぺ
き
を
期
し

た
い
と
思
ひ
ま
す
。

ご
み
処
理
で
は
、
今
年
は

一
日
二
十
ト
ン
の
処
理
能
力

を
持
つ
焼
却
炉
の
増
設
を
完

了
し
、
ま
た
各
家
庭
の
ご
み

容
器
設
置
状
況
を
一
斉
に
調

査
し
収
集
業
務
の
合
理
化
円

滑
化
を
は
か
り
た
い
と
考
へ

ま
す
。

(
以
下
次
号
)

一
5
月
5
日
は
子
供
の
日

一
子
供
は
明
る
い
家
庭
、
環
境
で

一
⑦
母
と
子
の
栄
養
を
高
め
ま
し
ょ
う

F

②
子
供
の
事
故
を
な
〈
し
ま
し

ょ
う

③
明
る
い
家
庭
、
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う

航
空
隊
を
一
般
公
開

大
村
航
空
隊
で
は
ヘ
'リ
コ

プ
グ

l
五
機
の
受
入
れ
を
記

念
し
て
、
市
民
の
み
な
さ
ま

に
部
隊
内
を
一
般
公
開
す
る

乙
と
に
な
り
ま
し
た
c

マ
日
時

五
月
十
四
日

マ
場
所

大
村
航
空
隊

マ
行
事

、自
衛
隊
機
展
示

・

体
験
航
海

・
ヘ
リ
コ
プ
グ

1
救
助
訓
練

・
映
画
・

美

術
展

・
写
真
展
な
ど

品
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マ
場
所

五
月
十
三
日

午
前
十
時
か
ら

市
民
会
舘
(
大
村

駅
前
)

-(; 

コ
ー

ナ

!

お
し
ら
せ

市
制
お
周
年
記
念
式
典

と
市
民
会
舘
の
落
成
式

大
村
市
が
市
制
を
施
行
し

て
二
十
五
年
に
な
り
ま
し
た

乙
の
市
制
二
十
五
周
年
記
念

式
典
と
、
新
築
さ
れ
た
市
民

会
舘
の
落
成
式
が

つ
ぎ
の
と

お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

〔
式
典
〕

マ
日
時

な
お
、
市
政
功
労
者
の
表

彰
も
行
な
わ
れ
ま
す
。

〔
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
〕

マ
日
時

五
月
十
三
日

午
後

一
時
か
ら

マ
場
所

市
民
会
舘

黒
丸
お
ど
り
、
今
富
浮
立

な
ど
各
地
区
の
民
芸
、
演
芸

が
出
演
し
ま
す
の
で
、
市
民

の
み
な
さ
ん
、
ぜ
ひ
と
覧

t

だ
さ
い
。

ポ
ー
ト
・
エ
ン
ジ
ン
払
下

市
営
モ
ー

タ
ー
ボ
ー
ト
競

り
ん

う

…

も

し

¥¥斗

J
1
、吐い

YJY

P

一

一
二

¥ケ
一J
U誌
な
ア

一

一

す

な

た

¥

・

¥

一

六
一
ユ
ス
バ
ベ

一

三
竺

月
号
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一三

疋
こ
一
三
一
一
一
一i

'

ー
¥
一
守
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4

J

J
u

u

記

長一
一同守

一

~
大

ど

一

i
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小児マヒ生ワクの投与

b該当者 q昭和41年 1月1日から昭和

41年12月31日まで1乙生れたもの。(2回

投与を受けているものを除¥) 

②crの期間外のものでも 、幼児で 2回の

投与がすんでいないもの

つぎに該当する人は投与前に十分医師

と相談をして投与をうけてください。

イ、発熱もし〈は下痢をともな う急性疾

患にかかってい るもの。

ロ、重症結核患者、心臓血管系疾患者、

病後衰弱者、栄養障害者

ハ、種痘接種後 2週間を経過していない

もの及び麻しんワクチン接種後1カ月

を経過していないもの。

c>料金 無料ですが、昭和41年中の市県

民税の税額を受付で聞きますので調べ

てき て 〈ださい。

投与当日は母子手帳を持参して下さい

走
事
業
で
使
っ

て
い
た
エ
ン

ジ
ン
と
ボ
ー
ト
を
つ
ぎ
の
と

お
り
払
下
げ
ま
す
。

マ

物

件

附
型
ヤ
マ
ト
エ
ン

ジ
ン
、
ラ
ン
ナ
ー
ボ
l
ト

マ
価
格

エ
ン

ジ
ン
と
ボ

l

ト
一
組
三
万
六
千
円

エ
ン
ジ
ン
三
万
円

マ
払
下
方
法

希
望
者
の
申

請
に
よ
り
抽
せ
ん

マ
払
下
場
所

市
事
業
課

マ
払
下
目
時

五
月
十
八
日

午
後

一
時
三
十
分
か
ら

代
金
は
契
約
と
同
時
に
納

入
す
る

〈
わ
し
い
こ
と
は
事
業
課

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
振
興
資
金
の

申
込
み
受
付
け

マ
借
入
申
込
者
の
資
格

市
内
に
住
所
と
居
舗
が
あ

り
、
原
則
と
し
て
同

一
業
種

を
引
続
き
一
年
以
上
経
営
し

て
い
る
中
小
企
業
者
で
、
信

用
保
証
協
会
の
対
象
業
種
と

し
市
税
を
完
納
し
て
い
る
者

マ
資
金
の
使
途

運
転
資
金
お
よ
び
設
備
資

金
と
し
、
旧
債
返
済
金
の
充

当
は
で
き
な
い
。

マ
限
度
額

五
十
万
円
以
内

マ
申
込

商
工
会
議
所

マ
受
付
期
間

五
月
十
日
よ

り
二
十
日
ま
で
。
た
ピ
し

融
資
枠
に
達
し
た
時
は
締

切
り
ま
す
。

な
お
、
〈
わ
し
い
乙
と
は

商
工
観
光
課
托
お
た
ず
ね
く

だ
さ
い
。

8日 9 ・00~11・ 。。 今村公民舘

ノ'111 13・00~16 00 三浦診療所

9日 9.30~15.30 鈴田出張所
月

10日 9 . 30~15・ 30 竹松出張所 の

15日 9.30-15.30 松原出張所 母子
16日 9.30-15.30 福重出張所

17日 9 ・ 00~11・。。 黒木小学校 き検目~ 
/111 13.00-16.0。 萱瀬出張所

/ 

b投与日程

実 投与日

E5月 8 日

5月 9 日

書 5月 11 日

竹 5月 12 日

※時間はいずれも 2時から3時30分までです。

運
転
者
の
法
令
講
習
会

春
の
交
通
安
全
運
動
の
法

令
講
習
会
を
聞
き
ま
す
。

マ
日
程

5
月
8
日
松
原
小
学
校

5
月
9
日
福
重
小
学
校

5
月
日
日
実
天
神
社
会
舘

5
月
日
日
中
央
公
民
舘

5
月
臼
日
中
央
公
民
舘

5
月
日
日

正

法

寺

5
月
日
日
諏
訪
公
民
館

5
月
羽
田
萱
瀬
公
民
舘

5
月
日
日

大
多
武
公
民
舘

5
月
日
日
鈴
田
中
体
育
館

5
月
四
日
三
浦
中
学
校

な
お
、
時
間
は
い
ず
れ
も

，
午
後
七
時
三
十
分
か
ら
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日曜当番医

5月7日 東内科後藤

婦人科松永内科琴尾

内科長崎内科

5月14日 長野婦人科

南野内科沢田内科橋

口内科

5月21日 藤井内科海

江田耳鼻科野田内科

中島外科

5月28日 海浜内科岩

崎眼科福田産婦人科

田中内科毛利内科

庄司王司年
金
だ
よ
り

ま
せ
ん
。
昭
和
四
十

一
年
度

分
所
得
状
況
届
を
五
月
六
日

よ
り
市
保
険
年
金
課
又
は
各

出
張
所
で
受
付
け
ま
す
の
で

年
金
証
書
と
印
か
ん
を
持
っ

て
届
け
出
を
す
ま
せ

て
く
だ

さ
い
。
届
け
出
を
せ
ず
に
い

昭和33年 4月22日第三種郵便物認可

福
祉
年
金
所
得
状
況
届

福
祉
年
金
を
受
け
て
お
ら
れ

る
方
は
五
月
期
支
払
い
を
受

け
た
ら
福
祉
年
金
所
得
状
況

届
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
り

る
と
福
祉
年
金
が
ち
ら
え
な

〈
な
り
ま
す
の
で
必
ず
届
け

る
よ
う
に
し
て
〈
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
免
除

申
請

生
計
困
難
の
た
め
昭
和
四
十

二
年
度
の
保
険
料
の
納
入
が

む
づ
か
し
い
方
は
早
め
に
市

保
険
年
金
課
又
は
各
出
張
所

で
国
民
年
金
手
帳
に
印
か
ん

を
そ
え
て
手
続
を
し
て
く
だ

さ
い
。

た
ば
こ
は
市
内
で

買
い
ま
し
ょ
う

室教通{父

みんなの力で

ひきにげ事件をなくそう

[金
H
H

び
き
に
げ
H
H

乙
れ
は
問

い
た
だ
け
で
も
憎
し
み
と
怒

り
を
感
ず
る
行
為
で
す
。

車
で
人
を
は
ね
飛
ば
し
、
血
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に
ま
み
れ
た
被
害
者
を
路
上

に
放
置
し
て
そ
の
ま
ま
逃
定

す
る
。
こ
れ
が

H
H

び
き
に
げ

H
H

の
実
態
で
す
。
大
村
市
内

で
の
ひ
き
に
げ
事
故
は
昨
年

は
四
件

(
い
づ

れ
も
検
挙
)

で
し
た
が
、
本
年
は
三
月
十

日
現
在
で
す
で
に
四
件
が
発

生
し
、
一

件
が
ま
だ
未
検
挙

(
乾
馬
場
主
婦
の
居
前
)
と

な
っ

て
い
ま
す
。
悪
質
な
ひ

き
に
ヴ
事
件
が
大
村
市
内
で

増
加
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、

大
変
残
念
な
こ
と
で
す
。

ひ
き
に
げ
の
原
因

マ
飲
酒
無
免
許
運
転
が
発
覚

す
る
乙
と
を
お
そ
れ
て

マ
事
故
が
、
世
間
に
知
れ
る

こ
と
を
お
そ
れ
て

マ
事
故
が
、
勤
務
先
、
家
族

に
知
れ
る
こ
と
を
お
そ
れ

て
マ
事
故
に
対
す
る
刑
事
責
任

民
事
補
償
を
お
そ
れ
で

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

被
害
者
は
わ
か
ら
な
か
っ

た
は
ず
だ
、
ま
た
通
行
人
は

い
な
か
っ
た
の
で
、
警
察
に

知
れ
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
逃

げ
た
方
が
ま
し
だ

l
。
と
い

う
卑
劣
な
考
え
が
び
き
に
げ

運
転
者
の
心
の
底
に
あ
る
の

で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
事
故
を
な
〈
す

た
め
に
は
、
誰
か
が
ど
こ
か

で
見
る
も
の
だ
。
市
民
は
交

通
事
故
防
止
に
協
力
し
て
い

る
。
こ
の
考
え
を
一
般
に
ひ

ろ
げ
る
乙
と
が
大
切
で
す
。

大
村
市
内
か
ら
事
故
を
追
放

す
る
た
め
に
市
民
の
皆
さ
ん

方
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

i
i

農
薬
を
l

i

お
そ
れ
よ
う

農
薬
を
多
〈
使
用
す
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。

お
互
に
注
意
し
ま
し
ょ

予
円
ノ
。

ー
¥ 


